






















































































































































5段階評価 高校女子 高校男子 一般男子
優れる 93 ～ 107～ 110 ～
やや優れる ～92 ～106 ～109
普通 ～82 ～99 ～102
やや劣る ～72 ～91 ～95






























































目的 数値目標 数値目標 指導資料
計測対象 回転数 球速 フォーム
提示単位 [rpm] 5段階評定 画像
撮影間隔 1/500[s] 1/30[s] 3-8/30[s]
撮影時間 5/500[s] 10/30[s] 2-3[s]
計測頻度 毎秒2回 5秒に1回 30秒に一回
インターバル 数秒 十数秒 十数分
画像処理 高度 中難度 容易
ハードウェア 専用機器 汎用PC 汎用PC
19
システムに求められる精度
■ 技術的な立場では・・・
 計測精度の理論的解析
 多数の計測による統計的誤差の減少
 高度・新規な画像処理認識技術の導入
■ 現場においては・・・
 今行った一回の動作の結果が知りたい
z すぐ知りたい（次の動作までに）
z 大まかでよい（5段階評定などでOK）
 具体的な数値を動作に関連付ける
z 練習者の動作に原因を求める
z システムの推定誤差は意識していない
 指導者の意見を重視する
20
まとめ
■ 三つのスポーツ映像処理システムを開発
■ 実際に指導に使えるかどうかを検証
 卓球：実現不可
 バレーボール：実現可能
 スキー：実用化済
■ 選手の技能向上のために現場でどのような
システムが求められているか？
 具体的な目標（精度は求めない）
 指導に役立つ資料（十分なフィードバック）
